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〈
ビ
ル
マ
戦
か
ら
生
還
で
き
た
２
人
の

兵
士
〉

　
町
内
糠
塚
の
入
江
茂
美
さ
ん（
故
人
、

ビ
ル
マ
で
戦
死
し
た
筆
者
の
叔
父
と
山

田
小
学
校
の
同
期
生
）は
、
ビ
ル
マ
戦

に
出
征
さ
れ
た
。

　

筆
者
は
、
茂
美
さ
ん
が
生
前
中
に
ビ

ル
マ
戦
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
が
、
体

験
記
を
書
か
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
一

部
を
紹
介
す
る
。

　
「
昭
和
19（
１
９
４
４
）年
５
月
27
日
、

門
司
港
か
ら
出
征
し
た
。
目
的
地
は
、

ビ
ル
マ
だ
っ
た
。
船
団
は
、
50
隻
だ
っ

た
。
船
室
は
足
の
踏
み
場
の
な
い
ぐ
ら

い
の
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
だ
っ
た
。

　

１
カ
月
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
い

た
。
そ
の
後
、
タ
イ
か
ら
タ
イ
メ
ン
鉄
道

で
、
ビ
ル
マ
の
モ
ー
ル
メ
ン
に
着
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
汽
車
で
北
上
し
、
マ
ン
ダ

レ
ー（
旧
都
）を
経
由
し
、
さ
ら
に
自
動

車
で
、
中
国
の
雲
南
省
に
入
っ
た
。
８

月
初
旬
だ
っ
た
。

　

私
は
龍
師
団
の
第
113
聯れ

ん
た
い隊
第
五
中
隊

所
属
で
、
擲て

き
だ
ん
と
う

弾
筒（
小
型
の
追
撃
砲
）担

当
の
一
員
だ
っ
た
。
拉ら

も
う孟
陣
地
に
向
か
っ

た
。
前
方
の
山
に
い
る
中
国
軍
と
の
距

離
が
、
約
400
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

　

中
国
軍
が
怒ど

こ
う河
を
越
え
て
、
日
本
軍

の
守
備
地
域
に
侵
入
し
て
き
た
。

　
８
月
下
旬
、
拉
孟
陣
地
を
引
き
上
げ
、

芒ぼ
う
し市
に
着
い
た
。
そ
の
後
、
私
た
ち
部
隊

の
約
100
名
は
、
龍

り
ゅ
う
り
ょ
う
陵
に
向
か
っ
た
。

　

我
が
隊
で
行
動
で
き
る
の
は
、
夜
間

の
み
だ
っ
た
。

　

我
が
隊
に
機
関
銃
分
隊
が
配
属
さ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
分
隊
長
は
、
私
と
同

じ
糠
塚
の
石
松
廣
義
さ
ん
だ
っ
た
。

　
龍
陵（
中
国
雲
南
省
）は
、
盆
地
で
あ

る
。
そ
こ
の
雲
竜
寺
に
着
い
た
。

　

同
９
月
８
日
、
中
国
陣
地
に
突
撃
を

開
始
し
た
。
し
か
し
、
銃
撃
さ
れ
、
25

人
く
ら
い
戦
死
し
、
そ
の
後
も
戦
死
者

が
続
い
た
。
我
が
隊
の
隊
員
数
は
、
わ

ず
か
13
名
に
な
っ
た
。

　

同
月
15
日
、
こ
こ
で
、
拉
孟
と
騰と

う
え
つ越

い
た
。
自
分
も
寄
付
を
し
た
。

　

戦
争
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
な

ぜ
雲
南
省
や
イ
ン
パ
ー
ル
ま
で
、
戦
場

を
拡
げ
た
の
か
。
ビ
ル
マ
で
の
戦
況
不

利
を
顧
み
ず
、『
人
は
石
垣
、
人
は
城
』

で
兵
を
増
強
し
、
全
滅
ま
で
さ
せ
た
の

か
。
こ
れ
が
戦
争
か
と
思
う
」

　

と
述
べ
て
い
る
。
前
記
の
石
松
廣
義

さ
ん
も
、
終
戦
後
に
生
還
で
き
た
。
廣

義
さ
ん
の
長
男
の
照
美
さ
ん
は「
父
は

首
か
ら
鼻
に
か
け
て
、
中
国
軍
の
銃
弾

が
貫
通
す
る
銃
傷
を
受
け
て
い
た
の

に
、
よ
く
生
き
て
帰
れ
た
と
思
う
。
だ

が
、
父
は
ビ
ル
マ
戦
の
こ
と
は
余
り
語

ら
な
か
っ
た
」と
い
う
。

　

廣
義
さ
ん
の
弟
２
人
も
出
征
さ
れ
、

ビ
ル
マ
以
外
の
戦
地
で
戦
死
さ
れ
た
。

つ
づ
く

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
と
岡
垣
⑥

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
入
江　
東
樹

の
守
備
隊
が
全
滅
し

た
こ
と
を
聞
い
た
。

　
次
の
日
、
他
の
陣

地
の
救
出
作
戦
に
出

た
。
で
も
、
中
国
軍

の
銃
撃
が
ひ
ど
く
、

そ
の
１
発
が
我
が
隊

の
擲
弾
筒
の
銃
眼
に

当
た
り
、
私
は
足
を

や
ら
れ
た
。
３
カ
所

か
ら
出
血
し
た
。
弾

の
破
片
が
刺
さ
っ
て

い
た
。
自
分
で
抜
き

取
っ
た
。
だ
が
、
足

が
立
た
ず
、
担
架
で

運
ば
れ
、
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
せ
ら
れ
て
、
ワ
ン
チ
ン
の
野
戦
病

院
に
着
い
た
。

　

さ
ら
に
後
方
に
送
ら
れ
た
。
傷
口
に

蛆う
じ

が
湧
き
、
痛
い
。
足
は
細
く
な
っ
て

い
っ
た
。
マ
ラ
リ
ア
に
も
罹か

か

っ
た
。
そ

こ
か
ら
、
ラ
シ
オ
の
病
院
に
送
ら
れ
た
。

　

１
９
４
５
年
に
な
っ
て
、
戦
況
は
さ

ら
に
悪
化
し
、
マ
ン
ダ
レ
ー
へ
の
待
避

命
令
が
出
た
。

　

同
年
８
月
、
終
戦
に
な
っ
た
。
船
で

怒
河
を
渡
り
、
タ
イ
に
入
り
、
捕
虜
収

容
所
に
入
っ
た
。

　

翌
年
５
月
、
帰
国
命
令
が
出
た
。
タ

イ
の
バ
ン
コ
ク
か
ら
、
船
で
日
本
に
向

か
っ
た
。
神
奈
川
県
の
浦
賀
に
上
陸
し
、

福
岡
へ
向
か
っ
た
。

　

後
年
、
龍
師
団
の
戦
場
の
１
つ
だ
っ

た
龍
陵
地
区
の
白は

く
と
う塔

小
学
校
建
設
の
た

め
、
戦
友
会
で
寄
付
さ
れ
る
こ
と
を
聞 中 国

（雲南省）
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